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分娩に捺して発症する新生児鰐膿出血は， 速かな或殺を一大特徴とし， 生後早
期に痕跡なく消失するので一般の眼科外来で遭遇する機会は少ない。 従って嬢察
には眼底検査を生後ごく早期に施行する必要があるが， 実擦面では語種の部約が
あ予，充分な施行は困難な場合が多い。そのためか，過去に多くの研究報告が存在
したにもかかわらず今もってなお病態に関して意見の一致をみない部分が多い。
一方， 最近“ P釘 inatalrnedicine"が注百されているが， これとの関連におい
て今後関心が次第立高まってゆくことが予測される。
本書はかかる現状に呼~するかのごとく出版された新生児網膜出血の最初 tこし
て唯一のモノグラフである。著者はミュンヘンの Ludwigふ1axirnilian大学の 
Bernhard von Barsewisch教授で，これは単なる教科書ではなく，著者が新手法
を用いて集めた豊富な富験例を轄とし， それに 340編の堂界中の文献を検討して
著者自身の考えを本書の内容， すなわち形態，原菌，意義の隅々までにいきわた
らせている。本文は英語で記載され， 77枚の写真と図及び30設の表が要領よく配
備され 184ページにまとめられている。各項昌の務担には必ず英独語の要約がつ
き読みやすく理解しやすい。新手法及び材料は，新生児 400例の膜底検査を生後 
24時間以内に全例に施行したこと，必要あらば摂患カメラで記録したこと，生後
早期に死亡した新生児2倒の眼球を醍患撮影の後に連続切片標本を作孔 光顕・
電顕的に観察し，臨沫所見の解明に努めたこと，また黄斑部出血を認めた 31例は 
6-7年後に再検査をし視機能に及ぼす影響を調べたこと等である。 これらをす
べて撞行した報告は過去になく，それ故に劃期的な試みといえる。
内容はまず形態学に始まる。 この章は本書の圧巻といってよく， これのみを読
む匡的で購入しでも措しくない程である。 まず縞摸出.lIllの新しい形態分類を提唱
し， 出血の存在部イ立に従って三つにわけ，縞摸神経線維震の丑arne-shapedhae-
rnorrhages，内穎粒層の granularhaerno主rhages，内境界摸下に蓄積した出血塊
である hernisphe主icsubrnernbranacious haernorrhagesに分類する。 この分類
法は従来のに比し臨床的にも病理組識学的にも区分が明瞭という長所を有してい
る。 次に出血機序は網襲血管の破綻によるとし， 出血のひろが予の部位による相
違を光顕で明誠に示している。 また破綻した血管の修復機序はフィブPンによる
血栓であることを光顕・電顕写真で証明し， この部在は実は臨床的に出血斑の中
に認められる自点(従来 Roth斑と呼ばれていた)であるという新知見をも示し
ている。 これらの薪しい考え方は豊富な美しい写真で、明解に説明され， 読みだす
と時間も忘れるくらいの迫力である。 次の章の原国の探究は 2001tl7"の薪生児の分
娩様式，母棒冨子，新生児因子，出血因子の面から検討しているが，発症率が全
伊!の約 1/3ということを考えても，かかる追求のみでは直接的な因子を見出すこと
は困難であり， asphyxiaの重要さ，複数の因子の関与を指摘するのが精一杯であ
る。歓をいえば動物実験による究明も記載してほしかったと考える。 ともあれ 
pathogenesisは anoxiaと親摸血管の拡張，頭部圧迫による網膜血管圧の上昇及
び個人差が基礎となるとしている。 臨床的意義は頭蓋内出血及び弱視との関連を
検討しているがいずれも否定されている。
以上の知く本書は新しさと迫力に溝ちたモノグラフであり， 関係者に一読をお
薦めしたい良書であると信ずる。(飯島幸雄)
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